		第11回東海地区空手道選手権大会実施要項
全日本空手道松涛館東海地区協議会






１．名　　称　　第11回東海地区空手道選手権大会
　　　　　　　一般財団法人全日本空手道松涛館　第12回全国空手道選手権大会出場選手選考会
２．主　　催　　 全日本空手道松涛館東海地区協議会

３．後　　援　  一般財団法人　全日本空手道松涛館

４．場　　所　　岡崎中央総合公園総合体育館

５．日　　時　　令和8年4月4日（土）　  開　　場：　８：３０
開　　会：　９：００
競技開始：　９：３０
競技終了：　１６：００(予定)

６．競技種目　
（１）組手競技
＜個人戦＞
　　小学（１・２・３・４・５・６）年生男子、小学（１・２・３・４・５・６）年生女子、中学(1・2・3)年生男子、中学(1・2・3)年生女子、高校生男子、高校生女子、一般男子、一般女子
　　
（２）形競技
＜個人戦＞
　　小学（１・２・３・４・５・６）年生男子、小学（１・２・３・４・５・６）年生女子、中学(1・2・3)年生男子、中学(1・2・3)年生女子、高校生男子、高校生女子、一般男子、一般女子
　　　　　　　　　
７．出場資格
（1）選手は、原則として2026年度の全空松会員登録者であり並びに本法人若しくは当該地区協議会推薦選手で、小学4・5・6年生については5級以上、・中学生・高校生・一般の部については本法人の有段者でなければならない。
（2）同一選手が組手と形の両方に出場してもよい。
(3)以上のほかに松涛連盟及び國際空手道松濤南空會、日本空手道濤誠会、日本空手道大心塾の会員であれば出場できますが、代表に選出された場合は、速やかに全空松の会員登録をしてください。
８．競技・審判規程
競技は、（一財）全日本空手道松涛館空手競技規定並びに本大会申し合わせにて行う。
（１）組手競技
（個人戦）
　　ア　競技時間及び勝敗
①小学生　　1分フルタイムの6ポイント差又は時間終了時に得点の多い選手
②中学生　　1分30秒フルタイムの6ポイント差又は時間終了時に得点の多い選手
③高校生　　2分フルタイムの8ポイント差又は時間終了時に得点の多い選手
④一般　　　男子2分、女子2分フルタイムの8ポイント差又は時間終了時に得点の多い選手

イ　競技方法
1 トーナメント方式による
2 　3位決定戦は、行うが表彰は２名とも３位とする。
　　ウ　安全具
1 ニューメンホー（全空連検定メンホーＮｏ．５以上）全員着用。
2 拳サポーター　　　　小学生は全空連検定品の赤・青のリバーシブル、それ以外は全空連検定品の赤・青の拳サポーター。もしくは白サポーター。小学生でも全空連検定品の赤、青の拳サポーターを使用してもよい。
3 ボディプロテクター　全員着装。すべて空手衣の中に着装すること。
4 セーフティカップ　　男子全員着装。但し、小学１・２年生は監督の判断により任意とする。
5 インステップガード及びシンガードは、任意とするが、全国大会は、着用とする。
エ　その他
1 組手個人戦において安全具が不備の場合は出場できない。
2 赤・青の帯(紐)は赤、青の拳サポーター使用の選手は、不要。白の拳サポーター使用の選手は、各自で持参すること。
3 セーフティカップの確認は、試合前にコート係員が、事前に確認をしておくこと。
4 新型コロナウイルス感染防止対策として安全具・帯等の共有は認めない。
（２）形競技
　　ア　競技方法及び勝敗
　　　　トーナメント方式で2名同時に演武。ベスト4にて５人の審判員が得点によって順位を決める。
　　イ　演武形
1 小学生は１回戦からベスト8以下は、平安初段・平安２段・平安３段・平安４段・平安５段の中から選択することとし、同じ形を繰り返し演武することができる。ベスト4以上は、全空連第1指定形及び第２指定形又は演武していない平安形から選択することとし、演武することができる。
2 中学生は、1回戦から第１指定形、第２指定形とし、同じ形を繰り返してもよい。ベスト4からは競技形とし、予戦で使用した形は使えない。
3 高校生は、1回戦から第１指定形、第２指定形とし、同じ形を繰り返してもよい。ベスト4からは、競技形とし、予戦で使用した形は使えない。
　　　　　④一般は、1回戦から第１指定形、第2指定形とし、同じ形を繰り返してもよい。ベスト4からは競技形とし、予選で形を使用した形は、使えない。
（注）演武する第１指定形はジオン（慈恩）、カンクウダイ（観空大）、第２指定形はエンピ（燕飛）、カンクウショウ（観空小）とする。得意形は全空連得意形リストの松涛館流形から選ばなければならない。
ウ　その他
①赤青の帯(紐)は、不要。
９．審 判 員　大会審判団は、一般財団法人全日本空手道松涛館公認審判員若しくは公益財団法人全日本空手道連盟公認審判員。もしくは、次により編成する。　　　
　(1) 各県本部が推薦した組手審判員及び形審判員の資格を有する審判員。
　　　　　　 (2) 上記にかかわらず、NPO法人日本空手松涛連盟審判資格を有する審判員(A・B・C・D)。
(3)審判員はマスク着用は任意。
　
10.　安全管理　(1)  大会に出場する選手は各自でスポーツ障害保険に加入していること。
　　　　　 　　(２) 出場選手が競技中負傷した場合は、主催者において応急処置を施すが、その後は、自己の負担・責任で治療すること。
　　　　　 　　(３) 保護者、監督又は選手本人において、出場選手が利用できる健康保険証を携行すること。

11.出場費及び分担金　　
（１）出場費は１種目　3000円。2種目　6000円

12.出場申込方法
（１）別途定める出場申込書を提出すること（原則として、選手名簿等は、エクセルファイルで作
成したデータも併せてメール等で提出すること）。
★メールアドレス：se23-yu124@katch.ne.jp

（２）参加申込先及び問い合わせ先は次のとおり
　　　〒447-0041   愛知県碧南市緑町3-21　　　　関口　雄一
　　　〔出場費及び分担金納付先（振込口座）〕
　(３)連絡先　携帯090-3302-7987　関口　雄一
　(4)大会参加費振り込み先は、下記の通り
銀 行 名　　西尾信用金庫
支 店 名　　辻支店
口座番号　　普通　口座番号 0145559
ﾌ ﾘ ｶﾞ ﾅ　　ｼﾞｪｲｹｲｴｽﾄｳｶｲﾎｸｼﾝｴﾂﾁｸｼﾞﾑｷｮｸﾁｮｳ ｾｷｸﾞﾁﾕｳｲﾁ
口座名義　　JKS東海北信越地区事務局長　関口雄一






13．申込期限　　令和8年2月22日（日）必着
14.そ の 他
（1）出場申込書提出後の選手の変更は認めない。
（2）大会パンフレットは、会場入り口の受付にて配布いたします。
(3)誓約書は、パンフレットと引き換えに受付にて提出ください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（4）参加チームは、必ず引率者を指名配置し、出場選手の掌握、荷物の管理等に当たらせ、円
滑な大会運営、事故防止に協力してください。
(5)第12回全国空手道選手権大会・・・令和8年9月20日(日本武道館)
(6)全国大会に審判員として参加していただく先生には交通費を支給する。満７２歳未満
